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メールでトランペット放送とメール配信 2017-12-01 提案＆設計＆制作 藤原靖

１） 目的
■現状
 トランペット放送するには担当者が朝７：００、夜７：００に公民館へ行き、直接マイク放送する必要がある。

■現状問題点
 １）高齢化に伴い、役員が会社勤めが殆どで定刻時間に放送が困難な場合もある。

 ２）災害時などに担当者が公民館に出向いて放送するのが困難な場合も想定される。

 ３）トランペット放送が聞こえにくい。（近年の住宅は密閉性が良くなっているのが大きい） http://ise-city.net/t-mori/Msg

■解消点
 １）朝夕の定刻時に公民館に出向かなくても、事前にネットで放送内容を記載すれば、
     指定時間にトランペット放送、メール登録者に放送内容をメール配信される

 ２）新しく放送設備を購入する事無く、放送設備を改造する事で１）を実現できる。

２） 概要 下記①②③が「自動放送＆メール配信」の構成要素です。
①放送設備用I/F基板 ②放送内容書込みWebサイト ③放送＆メール配信PCソフト

PC-Browserを使ってネットサーバに「必要事項」と「放送内容」

【Mail_Recive_Speeker】（ｂｙ北海）にて
１）「放送内容」を監視

②

現放送設備の改造

追加の放送設備コントロール装置

（USB-IF基板「リレー２ケ）

○メール配信

○トランペット放送

① ③

http://ise-city.net/t-mori/Msg

